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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マトリクス状に配列された複数の単位画素を備えた液晶表示パネルであって、
　それぞれの単位画素は、第１の副画素領域と第２の副画素領域を含む複数の副画素領域
を有しているとともに、
　前記複数の副画素領域のそれぞれに配置され、走査線およびデータ線と電気的に接続さ
れている複数のアクティブ素子と、
　前記複数の副画素領域のそれぞれに配置され、それぞれが画素電極を有し、画素電極が
同じ副画素領域内のアクティブ素子と電気的に接続されている複数の液晶キャパシタと、
　前記複数の副画素領域のそれぞれに配置され、それぞれが蓄積キャパシタ線とそれに対
向する蓄積キャパシタ対向電極とを有し、蓄積キャパシタ線の延伸方向は前記データ線の
延伸方向と実質的に同じであり、蓄積キャパシタ対向電極が同じ副画素領域内のアクティ
ブ素子と電気的に接続されている複数の蓄積キャパシタを備えており、
　それぞれの単位画素では、蓄積キャパシタと液晶キャパシタの容量比が副画素領域毎に
異なっており、
　前記走査線に走査信号が印加され、前記データ線にデータ信号が印加され、前記蓄積キ
ャパシタの蓄積キャパシタ線に補正信号が印加され、
　前記走査信号が高レベルから低レベルに切り換えられると、前記補正信号が低レベル又
は高レベルに切り換えられ、
　前記走査信号が低レベルに切り換えられるとともに低階調の画面を正極性で表示するデ
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ータ信号が印加されるとき、当該データ信号の電圧は前記液晶表示パネルの共通電圧より
も小さく、
　前記走査信号が低レベルに切り換えられるとともに低階調の画面を負極性で表示するデ
ータ信号が印加されるとき、当該データ信号の電圧は前記液晶表示パネルの共通電圧より
も大きく、
　高階調の画面を表示するデータ信号が印加されるとき、前記第１の副画素領域と前記第
２の副画素領域のそれぞれでは、前記データ信号が正極性と負極性のいずれのときでも同
じフィードスルー電圧及び同じ共通電圧を有することを特徴とする液晶表示パネル。
【請求項２】
　前記画素電極にはスリットが形成されており、
　前記蓄積キャパシタ線は、同じ副画素領域内の画素電極に形成されたスリットに沿って
配置されている部分をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示パネル。
【請求項３】
　前記蓄積キャパシタ線は、隣接する２本の走査線の間に走査線と平行に形成されている
部分をさらに含むことを特徴とする請求項１又は２に記載の液晶表示パネル。
【請求項４】
　それぞれの単位画素は、前記複数の副画素領域のそれぞれに配置された複数の画素電極
をさらに備えており、
　前記蓄積キャパシタ対向電極は、同じ副画素領域内の画素電極と電気的に接続されてい
ることを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の液晶表示パネル。
【請求項５】
　同一の単位画素内に配置された複数のアクティブ素子が、互いに異なる寄生容量値を有
することを特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載の液晶表示パネル。
【請求項６】
　それぞれの単位画素では、前記蓄積キャパシタの容量値が前記副画素領域毎に異なるこ
とを特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記載の液晶表示パネル。
【請求項７】
　それぞれの単位画素では、前記液晶キャパシタの容量値が前記副画素領域毎に異なるこ
とを特徴とする請求項１から６のいずれか一項に記載の液晶表示パネル。
【請求項８】
　複数の走査線と複数のデータ線と複数の単位画素を備え、その単位画素は第１の副画素
領域と第２の副画素領域を含む複数の副画素領域を有するとともに前記複数の副画素領域
のそれぞれに配置された複数のアクティブ素子と液晶キャパシタと蓄積キャパシタを備え
ており、前記アクティブ素子は対応する走査線およびデータ線と電気的に接続されており
、前記液晶キャパシタは画素電極を有し、画素電極は同じ副画素領域内のアクティブ素子
と電気的に接続されており、前記蓄積キャパシタは、蓄積キャパシタ線とそれに対向する
蓄積キャパシタ対向電極とを有し、蓄積キャパシタ線の延伸方向は前記データ線の延伸方
向と実質的に同じであり、蓄積キャパシタ対向電極が同じ副画素領域内のアクティブ素子
と電気的に接続されており、それぞれの単位画素では蓄積キャパシタと液晶キャパシタの
容量比が副画素領域毎に異なっている液晶表示パネルを駆動する駆動方法であって、
　前記走査線に走査信号を印加する工程と、
　前記データ線にデータ信号を印加する工程と、
　前記蓄積キャパシタの蓄積キャパシタ線に補正信号を印加する工程と、
　前記走査信号が高レベルから低レベルに切り換えられると前記補正信号を高レベル又は
低レベルに切り換える工程と、
　前記走査信号を低レベルに切り換えるとともに低階調の画面を正極性で表示するデータ
信号を印加する工程であって、当該データ信号の電圧が前記液晶表示パネルの共通電圧よ
りも小さい工程と、
　前記走査信号を低レベルに切り換えるとともに低階調の画面を負極性で表示するデータ
信号を印加する工程であって、当該データ信号の電圧が前記液晶表示パネルの共通電圧よ
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りも大きい工程とを備え、
　高階調の画面を表示するデータ信号が印加されるとき、前記第１の副画素領域と前記第
２の副画素領域のそれぞれでは、前記データ信号が正極性と負極性のいずれのときでも同
じフィードスルー電圧及び同じ共通電圧を有することを特徴とする駆動方法。
【請求項９】
　同一フレーム期間内において、隣接する単位画素に印加されるデータ信号の極性が互い
に異なることを特徴とする請求項８に記載の駆動方法。
【請求項１０】
　前記データ信号と前記補正信号の周波数が同じであることを特徴とする請求項９に記載
の駆動方法。
【請求項１１】
　同一フレーム期間内において、同じ列の単位画素に印加されるデータ信号の極性は同じ
であり、隣接する２列の単位画素に印加されるデータ信号の極性は互いに異なることを特
徴とする請求項８に記載の駆動方法。
【請求項１２】
　マトリクス状に配列された複数の単位画素を備えた液晶表示パネルであって、
　それぞれの単位画素は、第１の副画素領域と第２の副画素領域を有しており、
　第１の副画素領域と第２の副画素領域のそれぞれは、
　走査線およびデータ線と電気的に接続されているアクティブ素子と、
　前記アクティブ素子と電気的に接続されており、液晶キャパシタの一方の電極となって
いる画素電極と、
　前記アクティブ素子と電気的に接続されている蓄積キャパシタ対向電極と、
　液晶表示パネル全体における延伸方向が前記データ線の延伸方向と実質的に同じである
とともに、前記蓄積キャパシタ対向電極との間で蓄積キャパシタを形成している蓄積キャ
パシタ線とを含み、
　前記第１の副画素領域内のアクティブ素子と前記第２の副画素領域内のアクティブ素子
が同じ走査線およびデータ線と電気的に接続されており、
　前記第１の副画素領域内の蓄積キャパシタと液晶キャパシタとの容量比が、前記第２の
副画素領域内の蓄積キャパシタと液晶キャパシタとの容量比と異なり、
　前記走査線に走査信号が印加され、前記データ線にデータ信号が印加され、前記蓄積キ
ャパシタの蓄積キャパシタ線に補正信号が印加され、前記走査信号が高レベルから低レベ
ルに切り換えられたときに前記補正信号が高レベル又は低レベルに切り換えられ、
　前記走査信号が低レベルに切り換えられるとともに低階調の画面を正極性で表示するデ
ータ信号が印加されるとき、当該データ信号の電圧は前記液晶表示パネルの共通電圧より
も小さく、
　前記走査信号が低レベルに切り換えられるとともに低階調の画面を負極性で表示するデ
ータ信号が印加されるとき、当該データ信号の電圧は前記液晶表示パネルの共通電圧より
も大きく、
　高階調の画面を表示するデータ信号が印加されるとき、前記第１の副画素領域と前記第
２の副画素領域のそれぞれでは、前記データ信号が正極性と負極性のいずれのときでも同
じフィードスルー電圧及び同じ共通電圧を有することを特徴とする液晶表示パネル。
【請求項１３】
　前記第１の副画素領域内のアクティブ素子と前記第２の副画素領域内のアクティブ素子
は、互いに異なる寄生容量値を有することを特徴とする請求項１２に記載の液晶表示パネ
ル。
【請求項１４】
　前記第１の副画素領域内の蓄積キャパシタと前記第２の副画素領域内の蓄積キャパシタ
は、互いに異なる容量値を有することを特徴とする請求項１２又は１３に記載の液晶表示
パネル。
【請求項１５】
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　前記第１の副画素領域内の液晶キャパシタと前記第２の副画素領域内の液晶キャパシタ
は、互いに異なる容量値を有することを特徴とする請求項１２から１４のいずれか一項に
記載の液晶表示パネル。
【請求項１６】
　前記画素電極にはスリットが形成されており、
　前記蓄積キャパシタ線の単位画素内の部分は、前記スリットに沿って配置されているこ
とを特徴とする請求項１２から１５のいずれか一項に記載の液晶表示パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示パネルとその駆動方法および表示装置に関する。特に、液晶表示パネル
とその駆動方法および液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のマルチドメイン垂直配向型（ＭＶＡ）液晶表示装置は、カラーフィルタ基板また
はＴＦＴアレイ基板上の突起又はスリットによって液晶分子を複数方向に配向させ、配向
方向が互い異なる複数の配向領域を形成させることによって広視野角を実現している。し
かしながらＭＶＡ液晶表示装置においても、視角に応じて光透過率が異なることから階調
の変化が生じる。即ち、視角に応じてＭＶＡ液晶表示装置上の表示の輝度が変化し、その
結果として色ずれが生じてしまう。
【０００３】
　図１は、従来のＭＶＡ液晶表示パネルにおける電圧－透過率の特性曲線図である。図１
において、曲線１１、１２、１３は、ＭＶＡ液晶表示パネルを正面から見たときに観察さ
れる光透過率を示している。曲線１１は赤色光の透過率を示し、曲線１２は緑色光の透過
率を示し、曲線１３は青色光の透過率を示している。それに対して、斜めの（ここでは６
０度傾斜した）角度からＭＶＡ液晶表示パネルを観察した場合、同じ作動電圧であっても
観察される光透過率は変化し、曲線１１、曲線１２、曲線１３はそれぞれ順に曲線１４、
曲線１５、曲線１６へと移行する。
【０００４】
　図１に示すように、高階調と低階調における領域では、曲線１１と曲線１４との光透過
率の差、曲線１２と曲線１５との光透過率の差、および曲線１３と曲線１６との光透過率
の差は、いずれも小さいことがわかる。それに対して、中間領域では、曲線１４、１５、
１６で示す光透過率が、曲線１１、曲線１２、曲線１３で示す光透過率に対して、それぞ
れ大きく相違していることがわかる。即ち、高階調と低階調における色ずれは軽微だが、
中間階調における色ずれは顕著となる。
【０００５】
　この現象を改善するために、従来技術においては、図１から得られた「高階調と低階調
のカラー光の色ずれは比較的軽微である」という結論に基づいて色ずれを改善する設計が
行われている。この従来技術は、１つの単位画素を光透過率の異なる２つの領域に区分す
るものである。一方の領域の光透過率は高く、高階調の色を表示し、もう一方の領域の光
透過率は低く、低階調の色を表示するようにする。特徴的なことは、高階調の色と低階調
の色とを混合して中間階調の色を生成することであり、このように改良されたＭＶＡ液晶
表示パネルでは、使用者が正面から見ても斜めから見ても常に近似した色が見えるように
なる。
【０００６】
　上述した技術を具現化するために、本出願人による特許文献１には、図２に示すような
ＭＶＡ型の画素構造が開示されている。図２に示すように、この画素構造では、ＴＦＴア
レイ基板３０１が窒化シリコンの保護層３０３によって被覆されている。そして保護層３
０３上には、透明電極３０５、３０７が配置されている。それにより、画素領域全体は２
つの表示領域Ａ、Ｂに区分されている。一方の透明電極３０７は透明電極３０９に電気的
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に接続され、他方の透明電極３０５は透明電極３０９に対してフローティング状態で配置
されている。ＴＦＴアレイ基板３０１と対向基板３１１との間には、液晶層３１３が充填
されている。
【０００７】
　図２からは次のことがわかる。表示領域Ａでは、電極３０７とソース端子３０９とは同
電位である一方、対向基板上の共通電極３１５は共通電圧に接続されているため、液晶層
３１３においては液晶キャパシタ３１３ａが形成される。一方、表示領域Ｂでは、電極３
０９と電極３０５との間の保護層３０３において、保護層キャパシタ３０３ａが形成され
る。また、電極３０５と共通電極３１５との間でも、表示領域Ａと同様に、液晶キャパシ
タ３１３ｂが形成される。
【０００８】
　図３は、図２の画素構造の等価回路図である。図２と図３を合わせて参照すると、薄膜
トランジスタ３２１のドレイン端子は、データ線３１と電気的に接続されている。薄膜ト
ランジスタ３２１のゲート端子は、走査線３３と電気的に接続されている。薄膜トランジ
スタ３２１のソース端子は、蓄積キャパシタ３２３、表示領域Ａ内の液晶キャパシタ３１
３ａ、表示領域Ｂ内の保護層キャパシタ３０３ａおよび液晶キャパシタ３１３ｂと接続さ
れている。表示領域Ａ内の液晶キャパシタ３１３ａへの印加電圧はＶ１とし、表示領域Ｂ
内の保護層キャパシタ３０３ａおよび液晶キャパシタ３１３ｂの電圧をそれぞれＶ２およ
びＶ３とすると、電圧Ｖ１と電圧Ｖ２が相違することがわかる。即ち、表示領域Ａと表示
領域Ｂでは、液晶キャパシタ３１３ａ、３１３ｂへの印加電圧が相違する。その結果、こ
のＭＶＡ液晶表示パネルでは、様々な角度から見ても常に近似した色を見ることができる
。
【０００９】
【特許文献１】台湾特許第９３,１３２，９０９号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　図２に示す従来の構造は、色ずれの問題を解決することはできるが、比較的に複雑な構
造ともいえる。そのことから、配線等のレイアウトにおいて液晶表示装置の開口率が犠牲
となり、画面の透過率（発光効率）が低下してしまうことがある。
　上記の問題を鑑み、本発明は、色ずれの発生を抑制する新規な技術を提供する。そして
、色ずれの発生しにくいを液晶表示パネル、色ずれを補正することのできる駆動方法、色
ずれの発生しにくい液晶表示装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の目的またはその他の目的を達成するために、本発明は、マトリクス状に配列され
た複数の単位画素を備える液晶表示パネルを提供する。この液晶表示パネルでは、それぞ
れの単位画素が、第１の副画素領域と第２の副画素領域を含む複数の副画素領域を有して
いるとともに、複数のアクティブ素子と、複数の液晶キャパシタと、複数の蓄積キャパシ
タを備えている。アクティブ素子は、それぞれの副画素領域に配置されており、走査線お
よびデータ線と電気的に接続されている。液晶キャパシタは、それぞれの副画素領域に配
置されており、画素電極を有し、画素電極が同じ副画素領域内のアクティブ素子と電気的
に接続されている。蓄積キャパシタは、それぞれの副画素領域に配置されており、蓄積キ
ャパシタ線とそれに対向する蓄積キャパシタ対向電極とを有し、蓄積キャパシタ線の延伸
方向はデータ線の延伸方向と実質的に同じであり、蓄積キャパシタ対向電極が同じ副画素
領域内のアクティブ素子と電気的に接続されている。そして、それぞれの単位画素では、
蓄積キャパシタと液晶キャパシタとの容量比が、副画素領域毎に異なっている。
　この液晶表示パネルは、走査線に走査信号が印加され、データ線にデータ信号が印加さ
れ、蓄積キャパシタのアクティブ素子に接続されていない他方の電極に補正信号が印加さ
れる。そして、補正信号が第１のレベルと第２のレベルを有しており、走査信号が高レベ
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ルから低レベルに切り換えられると、補正信号が高レベル又は低レベルに切り換えられる
ことを特徴とする。
　この液晶表示パネルでは、走査信号が低レベルに切り換えられるとともに低階調の画面
を正極性で表示するデータ信号が印加されるとき、当該データ信号の電圧は液晶表示パネ
ルの共通電圧よりも小さく、前記走査信号が低レベルに切り換えられるとともに低階調の
画面を負極性で表示するデータ信号が印加されるとき、当該データ信号の電圧は液晶表示
パネルの共通電圧よりも大きいことを特徴とする。ここで、高階調の画面を表示するデー
タ信号が印加されるときは、第１の副画素領域と第２の副画素領域のそれぞれでは、前記
データ信号が正極性と負極性のいずれのときでも同じフィードスルー電圧及び同じ共通電
圧を有する。
【００１２】
　上記した本発明に係る液晶表示パネルでは、同じ単位画素に配置された複数のアクティ
ブ素子が、同じ寄生容量値を有していてもよいが、互いに異なる寄生容量値を有している
ことが好ましい。
【００１３】
　上記した本発明に係る液晶表示パネルでは、それぞれの単位画素において、蓄積キャパ
シタの容量値が副画素領域毎に異なることが好ましい。
【００１４】
　上記した本発明に係る液晶表示パネルでは、それぞれの単位画素において、液晶キャパ
シタの容量値が副画素領域毎に異なることが好ましい。
【００１５】
　上記した本発明に係る液晶表示パネルでは、アクティブ素子が薄膜トランジスタである
ことが好ましい。
【００１６】
　本発明に係る液晶表示パネルでは、それぞれの単位画素が、複数の副画素領域のそれぞ
れに配置された複数の蓄積キャパシタ対向電極をさらに備えることが好ましい。そして、
それぞれの蓄積キャパシタ対向電極が、蓄積キャパシタ線との間で蓄積キャパシタを形成
することが好ましい。さらに、それぞれの単位画素がそれぞれの副画素領域に配置された
複数の画素電極をさらに備える場合、蓄積キャパシタ対向電極は、同じ副画素領域内の画
素電極と電気的に接続されていることが好ましい。
　上記した液晶表示パネルにおいて、蓄積キャパシタ線は、隣接した２本の走査線の間に
走査線と平行に配列されていることが好ましい。あるいは、蓄積キャパシタ線の延伸方向
が、データ線の延伸方向と実質的に同じであることも好ましい。さらには、画素電極にス
リットが形成されている場合、蓄積キャパシタ線がそのスリットに沿って配置されている
ことが好ましい。
【００１７】
　本発明はさらに、液晶表示パネルの駆動に適した駆動方法を提供する。この駆動方法が
適する液晶表示パネルは、複数の走査線と複数のデータ線と複数の単位画素を備えるもの
である。ここで、単位画素は、複数の副画素領域を有するとともに、副画素領域毎に配置
された複数のアクティブ素子と液晶キャパシタと蓄積キャパシタを備えている。それぞれ
のアクティブ素子は、対応する走査線及びデータ線と電気的に接続されている。液晶キャ
パシタは、画素電極を有し、画素電極は同じ副画素領域内のアクティブ素子と電気的に接
続されている。また、それぞれの蓄積キャパシタは、蓄積キャパシタ線とそれに対向する
蓄積キャパシタ対向電極とを有し、蓄積キャパシタ線の延伸方向はデータ線の延伸方向と
実質的に同じであり、蓄積キャパシタ対向電極が同じ副画素領域内のアクティブ素子と電
気的に接続されている。それぞれの単位画素では蓄積キャパシタと液晶キャパシタの容量
比が副画素領域毎に異なっている。この駆動方法は、走査線に走査信号を印加する工程と
、データ線にデータ信号を印加する工程と、蓄積キャパシタのアクティブ素子に接続され
ていない電極に補正信号を印加する工程を備えている。さらに、走査信号が高レベルから
低レベルに切り換えられると補正信号を高レベル又は低レベルに切り換える工程と、走査
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信号を低レベルに切り換えるとともに低階調の画面を正極性で表示するデータ信号を印加
する工程であって、当該データ信号の電圧が液晶表示パネルの共通電圧よりも小さい工程
と、走査信号を低レベルに切り換えるとともに低階調の画面を負極性で表示するデータ信
号を印加する工程であって、当該データ信号の電圧が液晶表示パネルの共通電圧よりも大
きい工程を備える。ここで、高階調の画面を表示するデータ信号が印加されるときは、第
１の副画素領域と第２の副画素領域のそれぞれでは、前記データ信号が正極性と負極性の
いずれのときでも、同じフィードスルー電圧及び同じ共通電圧を有する。
【００１８】
　上記した本発明に係る駆動方法では、同一のフレーム期間内において、同じ列の単位画
素に印加されるデータ信号の極性は同じであるとともに、隣接する２列の単位画素に印加
されるデータ信号の極性は互いに異なることが好ましい。
【００１９】
　あるいは、本発明に係る駆動方法では、同一のフレーム期間内において、隣接する単位
画素に印加されるデータ信号の極性が互いに異なるとともに、データ信号と補正信号の周
波数が同一であることが好ましい。
【００２０】
　本発明に係る駆動方法では、それぞれの単位画素において、走査信号が低レベルに切り
換わると、補正信号を高レベルに切り換えることが好ましい。また、それぞれの単位画素
において、走査信号が低レベルに切り換わり、データ信号の対応する階調値が低階調であ
るとともにデータ信号が正極性であるとき、データ信号の電圧は液晶表示パネルの共通電
圧より小さいことが好ましい。
【００２１】
　あるいは、本発明に係る駆動方法では、それぞれの単位画素において、走査信号が低レ
ベルに切り換わると、補正信号を低レベルに切り換えることも好ましい。また、それぞれ
の単位画素で、走査信号が低レベルに切り換わり、データ信号の対応する階調値が低階調
であるとともにデータ信号が負極性であるとき、データ信号の電圧は液晶表示パネルの共
通電圧より大きいことが好ましい。
【００２２】
　さらに本発明は、バックライトモジュールと液晶表示パネルを備える液晶表示装置を提
供する。液晶表示パネルは、バックライトモジュールの上方に配置され、マトリクス状に
配列された複数の単位画素を備える。それぞれの単位画素は、第１の副画素領域と第２の
副画素領域を含む複数の副画素領域を有しているとともに、複数のアクティブ素子と複数
の液晶キャパシタと複数の蓄積キャパシタを備えている。アクティブ素子は、複数の副画
素領域のそれぞれに配置され、走査線およびデータ線と電気的に接続されている。液晶キ
ャパシタは、複数の副画素領域のそれぞれに配置され、画素電極を有し、画素電極が同じ
副画素領域内のアクティブ素子と電気的に接続されている。蓄積キャパシタは、複数の副
画素領域のそれぞれに配置され、蓄積キャパシタ線とそれに対向する蓄積キャパシタ対向
電極とを有し、蓄積キャパシタ線の延伸方向はデータ線の延伸方向と実質的に同じであり
、蓄積キャパシタ対向電極が同じ副画素領域内のアクティブ素子と電気的に接続されてい
る。同一の単位画素において、蓄積キャパシタと液晶キャパシタとの容量比は、副画素領
域毎に異なっている。
　この液晶表示パネルは、走査線に走査信号が印加され、データ線にデータ信号が印加さ
れ、蓄積キャパシタの蓄積キャパシタ線に補正信号が印加される。そして、補正信号は第
１のレベルと第２のレベルとを有しており、走査信号が高レベルから低レベルに切り換え
られると、補正信号が高レベル又は低レベルに切り換えられることを特徴とする。
　この液晶表示パネルでは、走査信号が低レベルに切り換えられるとともに低階調の画面
を正極性で表示するデータ信号が印加されるとき、当該データ信号の電圧は液晶表示パネ
ルの共通電圧よりも小さく、前記走査信号が低レベルに切り換えられるとともに低階調の
画面を負極性で表示するデータ信号が印加されるとき、当該データ信号の電圧は液晶表示
パネルの共通電圧よりも大きいことを特徴とする。ここで、第１の副画素領域と第２の副
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画素領域のそれぞれでは、前記データ信号が正極性と負極性のいずれのときでも、同じフ
ィードスルー電圧及び同じ共通電圧を有する。
【００２３】
　本発明に係る液晶表示装置では、それぞれの単位画素が、複数の副画素領域のそれぞれ
に配置された複数の蓄積キャパシタ対向電極をさらに備えることが好ましい。そして、そ
れぞれの蓄積キャパシタ対向電極が、蓄積キャパシタ線との間で蓄積キャパシタを形成す
る。さらに、それぞれの単位画素がそれぞれの副画素領域に配置された複数の画素電極を
さらに備える場合、蓄積キャパシタ対向電極は、同じ副画素領域内の画素電極と電気的に
接続されていることが好ましい。
　上記した液晶表示装置において、各蓄積キャパシタ線は、隣接する２本の走査線の間に
走査線と平行に配列されていることが好ましい。あるいは、蓄積キャパシタ線の延伸方向
が、データ線の延伸方向と実質的に同じであることも好ましい。さらには、画素電極にス
リットが形成されている場合、蓄積キャパシタ線がそのスリットに沿って配置されている
が好ましい。
【００２４】
　また、本発明は、マトリクス状に配列された複数の単位画素を備える次のような液晶表
示パネルを提供する。それぞれの単位画素は、第１と第２の副画素領域を有している。第
１の副画素領域と第２の副画素領域のそれぞれは、アクティブ素子と画素電極と蓄積キャ
パシタ対向電極と蓄積キャパシタ線を備えている。アクティブ素子は、走査線およびデー
タ線と電気的に接続されている。画素電極は、アクティブ素子と電気的に接続されており
、液晶キャパシタの一方の電極となっている。蓄積キャパシタ対向電極は、アクティブ素
子と電気的に接続されている。蓄積キャパシタ線の液晶表示パネル全体における延伸方向
は、データ線の延伸方向と実質的に同じである。蓄積キャパシタ線は、蓄積キャパシタ対
向電極との間で蓄積キャパシタを形成している。第１の副画素領域内のアクティブ素子と
第２の副画素領域内のアクティブ素子は、同じ走査線およびデータ線に電気的に接続され
ている。第１の副画素領域内の蓄積キャパシタと液晶キャパシタとの容量比は、第２の副
画素領域内の蓄積キャパシタと液晶キャパシタとの容量比と異なっている。
　この液晶表示パネルは、走査線に走査信号が印加され、データ線にデータ信号が印加さ
れ、蓄積キャパシタ線に補正信号が印加される。そして、補正信号は第１のレベルと第２
のレベルとを有しており、走査信号が高レベルから低レベルに切り換えられると、補正信
号が高レベル又は低レベルに切り換えられることを特徴とする。
　この液晶表示パネルでは、走査信号が低レベルに切り換えられるとともに低階調の画面
を正極性で表示するデータ信号が印加されるとき、当該データ信号の電圧は液晶表示パネ
ルの共通電圧よりも小さく、前記走査信号が低レベルに切り換えられるとともに低階調の
画面を負極性で表示するデータ信号が印加されるとき、当該データ信号の電圧は液晶表示
パネルの共通電圧よりも大きいことを特徴とする。ここで、高階調の画面を表示するデー
タ信号が印加されるときは、第１の副画素領域と第２の副画素領域のそれぞれでは、前記
データ信号が正極性と負極性のいずれのときでも、同じフィードスルー電圧及び同じ共通
電圧を有する。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によって具現化される液晶表示パネルでは、それぞれの単位画素において、それ
ぞれの副画素領域内の蓄積キャパシタと液晶キャパシタとの容量比が、副画素領域毎に異
なっている。この液晶表示パネルに本発明に係る駆動方法を組み合わせることによって、
副画素領域毎に光透過率を相違させることが可能となり、液晶表示パネルの色ずれの問題
を改善することができる。本発明の提供する液晶表示パネルを使用して液晶表示装置を製
造すれば、色ずれの起こりにくい液晶表示装置を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　本発明の上記およびその他の目的、特徴ならびに利点をより理解しやすくするために、
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以下に好適な実施形態を例示し、添付の図面を参照しながら詳細に説明する。
【００２７】
　図４Ａは、本発明の一実施形態に係る液晶表示パネルのアクティブ素子アレイ基板の単
位画素４１０の構成を示す部分平面図である。図４Ｂは、本発明の一実施形態に係る液晶
表示パネルの一部の構造を示す断面図である。図４Ｂに示す断面図は、図４Ａに記載のＡ
－Ａ’線およびＢ－Ｂ’線における断面を示している。液晶表示パネル４００はＭＶＡ型
であるが、本発明を実施する表示装置はＭＶＡ型の液晶表示パネルに限定されない。
　図４Ａ、図４Ｂに示すように、液晶表示パネル４００は、共通電極４６０が形成された
基板と、複数のアクティブ素子４１３が配設されたアクティブ素子アレイ基板と、両基板
の間に介在している液晶層４５０を備えている。アクティブ素子アレイ基板４０４には、
複数の画素電極４１９と、複数の蓄積キャパシタ線４４０が形成されている。画素電極４
１９は、液晶層４５０を介して共通電極４６０と対向している。蓄積キャパシタ線４４０
は、非導電層を介して画素電極４１９の一部と対向している。
【００２８】
　液晶表示パネル４００は、マトリクス状に配列された複数の単位画素４１０を備えてい
る。単位画素４１０には、複数の副画素領域４１１（４１１ａ、４１１ｂ）が構成されて
いる。それぞれの副画素領域４１１（４１１ａ、４１１ｂ）には、アクティブ素子４１３
（４１３ａ、４１３ｂ）、液晶キャパシタ４１５（４１５ａ、４１５ｂ）、蓄積キャパシ
タ４１７（４１７ａ、４１７ｂ）が形成されている。
【００２９】
　アクティブ素子４１３は、それぞれの副画素領域４１１に形成されており、走査線４２
０およびデータ線４３０に電気的に接続されている。液晶キャパシタ４１５は、それぞれ
の副画素領域４１１に形成されており、同じ副画素領域４１１のアクティブ素子４１３と
電気的に接続されている。蓄積キャパシタ４１７は、それぞれの副画素領域４１１に形成
されており、同じ副画素領域４１１のアクティブ素子４１３と電気的に接続されている。
それぞれの単位画素４１０において、それぞれの副画素領域４１１の蓄積キャパシタ４１
７と液晶キャパシタ４１５との容量比は、他のいずれの副画素領域４１１の蓄積キャパシ
タ４１７と液晶キャパシタ４１５との容量比とも異なっている。
【００３０】
　本実施形態では、液晶表示パネル４００の構造を説明しやすいように、それぞれの単位
画素４１０が、２つの副画素領域４１１ａ、４１１ｂのみを有するものとする。即ち、そ
れぞれの単位画素４１０には、２つのアクティブ素子４１３ａ、４１３ｂと、２つの液晶
キャパシタ４１５ａ、４１５ｂと、２つの蓄積キャパシタ４１７ａ、４１７ｂが形成され
ている。一方のアクティブ素子４１３ａは一方の副画素領域４１１ａ内に配置されており
、他方のアクティブ素子４１３ｂは他方の副画素領域４１１ｂ内に配置されている。それ
ら両者のアクティブ素子４１３ａ、４１３ｂは、同一の走査線４２０および同一のデータ
線４３０に電気的に接続されている。一方の液晶キャパシタ４１５ａは、一方の副画素領
域４１１ａ内に配置されており、一方のアクティブ素子４１３ａと電気的に接続されてい
る。他方の液晶キャパシタ４１５ｂは、他方の副画素領域４１１ｂ内に配置されており、
他方のアクティブ素子４１３ｂと電気的に接続されている。一方の蓄積キャパシタ４１７
ａは、一方の副画素領域４１１ａ内に配置されており、一方のアクティブ素子４１３ａと
電気的に接続されている。他方の蓄積キャパシタ４１７ｂは、他方の副画素領域４１１ｂ
内に配置されており、他方のアクティブ素子４１３ｂと電気的に接続されている。一方の
副画素領域４１１ａ内の蓄積キャパシタ４１７ａと液晶キャパシタ４１５ａとの容量比は
、他方の副画素領域４１１ｂ内の蓄積キャパシタ４１７ｂと液晶キャパシタ４１５ｂとの
容量比と異なっている。
【００３１】
　さらに詳しく述べれば、それぞれの単位画素４１０は、２つの画素電極４１９ａ、４１
９ｂを備えている。２つの画素電極４１９ａ、４１９ｂは、２つの副画素領域４１１ａ、
４１１ｂ内にそれぞれ配置されている。それぞれの画素電極４１９ａ、４１９ｂの一部は
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、それぞれの蓄積キャパシタ線４４０と対向する範囲まで延伸されており、蓄積キャパシ
タ対向電極４１９ｃ、４１９ｄを構成している。蓄積キャパシタ対向電極４１９ｃ、４１
９ｄは、それぞれの蓄積キャパシタ線４４０との間に蓄積キャパシタ４１７ａ、４１７ｂ
を構成している。画素電極４１９ａ、４１９ｂには複数の主スリットＬが形成されており
、それによって４つの配向領域Ｉ、ＩＩ、ＩＩＩ、ＩＶが画定されている。画素電極４１
９ａ、４１９ｂの上方には、例えば複数の突起Ｐ１０が設けられている。単位画素４１０
が駆動されていない時は、液晶層４５０内の液晶分子は垂直に配列している。単位画素４
１０が駆動されると、液晶層４５０内の液晶分子は水平方向に向かって傾斜する。このと
き、同一の配向領域Ｉ、ＩＩ、ＩＩＩ、ＩＶでは液晶分子の傾斜（配向）方向は一致して
いるが、互いに異なる配向領域Ｉ、ＩＩ、ＩＩＩ、ＩＶ領域の間では液晶分子の傾斜（配
向）方向は異なっている。液晶分子が複数の方向へ傾斜して配列されていることから、視
角の変化に伴う光学的な影響を異なる配向領域の液晶分子によって互いに補償し合うこと
ができる。それにより、液晶表示パネル４００は広視野角を実現することができる。
【００３２】
　上記において、アクティブ素子４１３ａ、４１３ｂは、例えば薄膜トランジスタ、３端
子を備えたスイッチング素子、またはその他の適当なスイッチング素子である。蓄積キャ
パシタ線４４０は、隣接する２本の走査線４２０の間に走査線４２０と平行に配設されて
いる。また、画素電極４１９ａと液晶層４５０と共通電極４６０により液晶キャパシタ４
１５ａが形成され、画素電極４１９ｂと液晶層４５０と共通電極４６０により液晶キャパ
シタ４１５ｂが形成される。
【００３３】
　図４Ｃは、本発明の一実施形態に係る液晶表示パネルの等価回路図である。図４Ａと図
４Ｃを参照すると、単位画素４１０内において、一方のアクティブ素子４１３ａは、寄生
キャパシタ４１４ａを有している。その寄生キャパシタ４１４ａの容量値をＣｇｄ（Ａ）
とする。同様に、他方のアクティブ素子４１３ｂは、寄生キャパシタ４１４ｂを有してい
る。その寄生キャパシタ４１４ｂの容量値はＣｇｄ（Ｂ）である。ここで、容量値Ｃｇｄ

（Ａ）と容量値Ｃｇｄ（Ｂ）は等しくても異なっていてもよい。
【００３４】
　特筆すべき点として、本実施形態の液晶表示パネル４００では、それぞれの単位画素４
１０は２つの副画素領域４１１ａ、４１１ｂを有しており、一方の副画素領域４１１ａに
おける蓄積容量値ＣＳｔ（Ａ）と液晶容量値ＣＬＣ（Ａ）との比の値は、他方の副画素領
域４１１ｂにおける蓄積容量値ＣＳｔ（Ｂ）と液晶容量値ＣＬＣ（Ｂ）との比の値と異な
ることである。即ち、ＣＳｔ（Ａ）／ＣＬＣ（Ａ）≠ＣＳｔ（Ｂ）／ＣＬＣ（Ｂ）である
。一方の副画素領域４１１ａにおける容量値の比と他方の副画素領域４１１ｂにおける容
量値の比とが等しくないという特性を利用し、かつ、これに適当な駆動方法を組み合わせ
ることによって、一方の画素電極４１９ａ上の電圧ＶＡと他方の画素電極４１９ｂ上の電
圧ＶＢを互いに異なる値に調整することができる。画素電極電圧ＶＡと画素電極電圧ＶＢ

が互いに異なれば、液晶キャパシタ４１５ａの両極間の電圧差と液晶キャパシタ４１５ｂ
の両極間の電圧差も互いに相違する。従って、一方の副画素領域４１１ａと他方の副画素
領域４１１ｂでは、液晶分子の傾きの程度が相違することとなる。即ち、同一の単位画素
４１０内の液晶分子は、合計８種類の傾斜角度を有することになる。以上より、一方の副
画素領域４１１ａと他方の副画素領域４１１ｂの間で光の透過率に差異が生じ、一方の副
画素領域４１１ａ内の液晶分子と他方の副画素領域４１１ｂ内の液晶分子が互いに光学効
果を補償し合うことから、液晶表示パネル４００の色ずれは改善される。
【００３５】
　ＣＳｔ（Ａ）／ＣＬＣ（Ａ）≠ＣＳｔ（Ｂ）／ＣＬＣ（Ｂ）を具現化するために、本実
施形態においては、一方の蓄積キャパシタ４１７ａの蓄積容量値ＣSｔ（Ａ）と他方の蓄
積キャパシタ４１７ｂの蓄積容量値ＣSｔ（Ｂ）は互いに異なる値になっている。当然の
ことながら、ＣＳｔ（Ａ）／ＣＬＣ（Ａ）≠ＣＳｔ（Ｂ）／ＣＬＣ（Ｂ）を具現化する方
法は、上記に限定されることはない。別の実施形態として、一方の液晶キャパシタ４１５
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ａの液晶容量値ＣＬＣ（Ａ）を他方の液晶キャパシタ４１５ｂの液晶容量値ＣＬＣ（Ｂ）
と異なる値とすることによって、ＣＳｔ（Ａ）／ＣＬＣ（Ａ）≠ＣＳｔ（Ｂ）／ＣＬＣ（
Ｂ）を具現化することも可能である。ここで、液晶容量値ＣＬＣ（Ａ）と液晶容量値ＣＬ

Ｃ（Ｂ）を互いに異なる値とする方法は、数多く存在する。一例として、フォトマスクの
設計を変更し、一方の画素電極４１９ａと他方の画素電極４１９ｂを互いに異なる面積で
形成するという方法が挙げられる。別の例としては、２つの画素電極４１９ａ、４１９ｂ
の一方の下方に絶縁ライナー層（図示せず）を形成し、２つの副画素領域４１１ａ、４１
１ｂにおけるセルギャップに差を生じさせるという方法がある。
【００３６】
　次に、液晶表示パネル４００の駆動方法について説明する。図４Ｄは、駆動波形の一実
施形態を示す模式図である。図４Ｄに示すように、この駆動方法は、まず走査線４２０に
走査信号ＶＳを印加し、次いで、データ線４３０にデータ信号ＶＤを印加する。
　蓄積キャパシタ線４４０には、補正信号ＶＳｔが印加された状態が維持される。共通電
極４６０には、共通電圧Ｖｃｏｍが印加されている。データ信号ＶＤの高レベル電圧値は
、共通電圧Ｖｃｏｍの電圧値より大きい。
【００３７】
　図４Ｄには、一方の画素電極４１９ａの画素電極電圧ＶＡと、他方の画素電極４１９ｂ
の画素電極電圧ＶＢとの関係を示す曲線も描かれている。図４Ｄに示すように、走査信号
ＶＳが高レベルから低レベルに切り換わると、補正信号ＶＳｔは高レベルに切り換わる。
さらに詳しく述べれば、走査信号ＶＳが高レベルから低レベルに切り換わった時に、寄生
キャパシタ４１４ａ、４１４ｂによるフィードスルー効果により、画素電極電圧ＶＡ、Ｖ

Ｂは若干低下する。しかし、補正信号ＶＳｔが低レベルから高レベルに切り換わると、画
素電極電圧ＶＡ、ＶＢは、再度フィードスルー効果により上昇する。
【００３８】
　ここで特徴的なのは、一方の副画素領域４１１ａ内の蓄積容量値ＣＳｔ（Ａ）と液晶容
量値ＣＬＣ（Ａ）との比の値と、他方の副画素領域４１１ｂ内の蓄積容量値ＣＳｔ（Ｂ）
と液晶容量値ＣＬＣ（Ｂ）の比の値は互いに異なり、即ちＣＳｔ（Ａ）／ＣＬＣ（Ａ）≠
ＣＳｔ（Ｂ）／ＣＬＣ（Ｂ）であるので、２つの画素電極電圧ＶＡ、ＶＢが補正信号ＶＳ

ｔの変化によるフィードスルー効果の影響を受けて上昇する程度は互いに相違する。ここ
で、その電圧上昇の大きさΔＶは、下記する式１で表される。
　　ΔＶ＝Ｃｇｄ（ＶＳｔＨ－ＶＳｔＬ）／（ＣＬＣ＋ＣＳｔ＋Ｃｇｄ）　　・・（１）
【００３９】
　式１中、ＶＳｔＨは補正信号の高レベル電圧であり、ＶＳｔＬは補正信号の低レベル電
圧である。式１から明らかなように、蓄積容量値ＣＳｔ（Ａ）と蓄積容量値ＣＳｔ（Ｂ）
が等しくなければ、画素電極電圧ＶＡの画素電極電圧ＶＢの上昇幅は互いに相違する。そ
の結果、一方の液晶キャパシタ４１５ａの両極端の電圧と、他方の液晶キャパシタ４１５
ｂの両極間の電圧が、互いに相違する。２つの副画素領域４１１ａ、４１１ｂにおいて、
液晶分子の傾きの程度が互いに相違することとなり、光の透過率に差異が生じる。上記の
駆動方法によって２つの画素電極電圧ＶＡ、ＶＢを調整し、２つの副画素領域４１１ａ、
４１１ｂの光透過率を互いに相違させることによって、液晶表示パネル４００の色ずれを
補正することができる。
【００４０】
　上記の駆動方法は、データ信号ＶＤの高レベル電圧値が共通電圧Ｖｃｏｍの電圧値より
大きい場合に適用されるものである。データ信号ＶＤの高レベル電圧値が共通電圧Ｖｃｏ

ｍの電圧値より小さい場合は、補正信号ＶＳｔの切り換わり方が上記と異なることに留意
されたい。
【００４１】
　図４Ｅは、液晶表示パネル４００の他の駆動波形を示す模式図である。図４Ｅに示すよ
うに、データ信号ＶＤの高レベル電圧値が共通電圧Ｖｃｏｍの電圧値より小さい場合、走
査信号ＶＳが高レベルから低レベルに切り換わった時に、寄生キャパシタ４１４ａと寄生
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キャパシタ４１４ｂによるフィードスルー効果によって、画素電極電圧ＶＡ、ＶＢが低下
する。次いで、補正信号ＶＳｔが低レベルに切り換わると、画素電極電圧ＶＡ、ＶＢは上
昇せずに、再度低下する。このとき、２つの画素電極電圧ＶＡ、ＶＢは低下の程度が互い
に異なり、２つの副画素領域４１１ａ、４１１ｂで光の透過率に差異が生じる。この方法
によっても、液晶表示パネル４００の色ずれを改善させることができる。
【００４２】
　しかし、正極性のフレーム画面と負極性のフレーム画面を同時に考慮すると、それぞれ
の副画素領域内で寄生キャパシタにより発生するフィードスルー電圧が異なれば、これら
の副画素領域では同一の共通電圧Ｖｃｏｍを共有できないことになる。それに対して、当
業者には知られているように各副画素領域で寄生キャパシタにより発生するフィードスル
ー電圧は式１のとおりであるので、上記の式１に基づき容量値Ｃｇｄ（Ａ）とＣｇｄ（Ｂ
）とを互いに異なる値に調整することによって、異なる副画素領域における画素電極電圧
ＶＡと画素電極電圧ＶＢが正極性のフレーム画面と負極性のフレーム画面のいずれにおい
ても同じフィードスルー電圧を有するようにすることができる。即ち、ΔＶＡ１とΔＶＡ

２を等しくし、ΔＶＢ１とΔＶＢ２を等しくすることによって（図４Ｆ参照）、複数の副
画素領域が同一の共通電圧Ｖｃｏｍを共有することを可能にすることができる。
【００４３】
　上記の駆動方法は、中・高階調の画面の表示には適しているが、低階調の画面を表示す
るときは、低階調の画面の暗状態の輝度を最小とすることによって、高コントラストの画
面を得ることが必要となる。
　図４Ｇは、図４Ｃの液晶表示パネル４００のまた別の駆動波形を示す模式図である。低
階調の画面を表示するときには、正極性の低階調データ信号ＶＤを、共通電圧Ｖｃｏｍの
電圧値よりも小さくなるように調整するとよい。その結果、図４Ｇに示すように、補正信
号ＶＳｔが低レベルから高レベルに切り換わるのに伴って画素電極電圧ＶＡ、ＶＢは上昇
した時に、一方の画素電極電圧ＶＡは共通電圧Ｖｃｏｍよりも高くなるとともに、他方の
画素電極電圧ＶＢは共通電圧Ｖｃｏｍよりも低い状態に維持することができる。この場合
、その平均によって従来の正極性の低階調表示と同じ視覚効果が得られるとともに、色ず
れを低減するという効果を得ることもできる。
　図４Ｈは、液晶表示パネル４００のさらに別の駆動波形を示す模式図である。負極性の
低階調表示のときは、負極性の低階調データ信号ＶＤを、共通電圧Ｖｃｏｍの電圧値より
も大きくなるように調整するとよい。その結果、図４Ｈに示すように、補正信号ＶＳｔが
高レベルから低レベルに切り換わるのに伴って画素電極電圧ＶＡ、ＶＢは低下した時に、
一方の画素電極電圧ＶＡは共通電圧Ｖｃｏｍよりも低くなるとともに、他方の画素電極電
圧ＶＢは共通電圧Ｖｃｏｍより高い状態に維持することができる。それにより、その平均
によって従来の負極性の低階調表示と同じ視覚効果が得られるとともに、色ずれを低減す
るという効果も得られる。
【００４４】
　上記の液晶表示パネル４００は、液晶表示装置の製造に使用することができる。図５は
、本発明に係る一実施形態の液晶表示装置６００の構造を模式的に示している。図５に示
すように、液晶表示装置６００は、液晶表示パネル４００と、バックライトモジュール５
１０と、光学フィルム５２０を備えている。バックライトモジュール５１０は、冷陰極管
（ＣＣＦＬ）を使用したバックライトモジュールであり、背面板５１２と、反射板５１４
と、複数の冷陰極管５１６と、拡散板５１８を備えている。拡散板５１８は、背面板５１
２上に配置されている。冷陰極管５１６は、拡散板５１８と背面板５１２との間に配置さ
れている。反射板５１４は、冷陰極管５１６と背面板５１２との間に配置されている。液
晶表示パネル４００は、上記と同じものであり、バックライトモジュール５１０の上方に
配置されている。光学フィルム５２０は、液晶表示パネル４００とバックライトモジュー
ル５１０との間に配置されている。本実施形態においては、バックライトモジュール５１
０は冷陰極管を使用したバックライトモジュールであるが、バックライトモジュール５１
０を発光ダイオード（ＬＥＤ）またはその他の適当なバックライト光源を使用したタイプ
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に変更することもできる。
　液晶表示装置６００は、先に説明した液晶表示パネル４００を使用して製造されている
ため、広い視野角を有するだけでなく、色ずれも大幅に改善されている。
【００４５】
　本実施形態の液晶表示パネルには、ライン反転駆動法を採用することが好ましい。即ち
、同一フレーム期間において、同じ列の単位画素４１０に印加されるデータ信号の極性は
同じとし、隣接した２列の単位画素４１０に印加されるデータ信号の極性は互いに逆とす
る。図４Ａに示すように、液晶表示パネル４００では、蓄積キャパシタ線４４０が、隣接
する２本の走査線４２０の間に走査線４２０と平行に配列されている。即ち、同一の走査
線４２０を共用する単位画素４１０は、同一の蓄積キャパシタ線４４０も共用する。即ち
、同じ列上で隣接する２つの単位画素４１０は、同一の蓄積キャパシタ線４４０を共用す
る。そのことから、それらの隣接する２つの単位画素４１０に対しては、補正信号ＶＳｔ

はいずれも同一の値となり、２つの単位画素４１０に書き込まれる電圧は同じ極性でなけ
ればならない。このため、本実施形態の液晶表示パネル４００は、ドット反転駆動法を採
用することができない。
【００４６】
　ただし、蓄積キャパシタ線４４０は、図４Ａに示す形状に限定されるものではない。例
えば、図６に示すような別の実施形態では、蓄積キャパシタ線４４０’の延伸方向は、液
晶表示パネル４００を全体視した場合、データ線４３０の延伸方向と実質的に同じとなっ
ている。さらに、蓄積キャパシタ線４４０’は複数の延伸線４４０ａ’を備え、これら延
伸線４４０ａ’は単位画素４１０内で画素電極４１９の主スリットＬに沿って配置されて
いる。主スリットＬの上方の領域は作用しない領域である。延伸線４４０ａ’は不透光性
の材質であっても、延伸線４４０ａ’が画素電極４１９ａ、４１９ｂの主スリットＬ上に
沿って配置されていれば、単位画素４１０の開口率が大きく低下することはない。この液
晶表示パネルの駆動方法は、ライン反転方式に限られず、ドット反転方式や複数ドット反
転方式であってもよい。例えば、図６に示す液晶表示パネルには、ドット反転駆動法を好
適に採用することができる。図６に示す構造であれば、隣接するいずれの２列の単位画素
４１０も別々の蓄積キャパシタ線４４０’を使用しているので、補正信号ＶＳｔは異なる
値にすることができる。従って、２つの単位画素４１０に書き込まれる電圧を、互いに逆
の極性とすることも可能である。
【００４７】
　液晶表示パネル４００は、ノーマリーブラックの表示装置であり、液晶キャパシタ４１
５ａと液晶キャパシタ４１５ｂに電圧が印加されていない時は暗状態の表示となる。この
特性を利用し、単位画素４１０に輝点という異常が発生した場合は、画素電極４１９ａ（
または画素電極４１９ｂ）と蓄積キャパシタ線４４０を、レーザーで溶接するとよい。蓄
積キャパシタ線４４０における補正信号ＶＳｔの平均の値は、共通電圧Ｖｃｏｍと等しい
という特性によって、輝点の単位画素４１０は黒点に変わり、これによって画素欠点を目
立たなくすることができる。
【００４８】
　以上をまとめると、本発明を実施した液晶表示パネル、その駆動方法、液晶表示装置は
、少なくとも次の利点を有する。
（１）本発明を実施した液晶表示パネルでは、それぞれの単位画素において、いずれの副
画素領域における蓄積キャパシタと液晶キャパシタとの容量比が、他の副画素領域におけ
る蓄積キャパシタと液晶キャパシタとの容量比と異なっている。このため、アクティブ素
子をオフにした後に、蓄積キャパシタに印加している補正信号を変化させることによって
各副画素領域内の画素電極にフィードスルー効果を発生させ、各副画素領域内の画素電極
上の電圧に差を生じさせることができる。これにより、各副画素領域の光透過率を互いに
相違させ、液晶表示パネルの色ずれを改善することができる。
（２）本発明を実施した駆動方法は、上述した液晶表示パネルに適用することができ、各
副画素領域の光透過率を互いに相違させることによって、色ずれを補正する効果を得るこ
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とができる。
（３）本発明を実施した液晶表示装置は、上述した液晶表示パネルを使用して製造される
もので、色ずれを改善することができる。
（４）本発明の提供する液晶表示パネルおよび液晶表示装置の製造は、業界の現行の製造
工程の範囲内で実施することができるので、別途製造設備を購入する必要がない。
（５）本発明の提供する駆動方法は、ＭＶＡ液晶表示装置にのみ使用されるとは限定され
ず、例えばＴＮ液晶表示装置、ＩＰＳ液晶表示装置、ＯＣＢ液晶表示装置等、他のタイプ
の液晶表示装置にも適用可能である。
【００４９】
　以上、本発明の具体例を詳細に説明したが、これらは例示にすぎず、特許請求の範囲を
限定するものではない。特許請求の範囲に記載の技術には、以上に例示した具体例を様々
に変形、変更したものが含まれる。
　本明細書または図面に説明した技術要素は、単独であるいは各種の組み合わせによって
技術的有用性を発揮するものであり、出願時の請求項に記載の組み合わせに限定されるも
のではない。また、本明細書または図面に例示した技術は複数目的を同時に達成するもの
であり、そのうちの一つの目的を達成すること自体で技術的有用性を持つものである。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】従来のＭＶＡ液晶表示パネルにおける電圧の透過率に対する特性曲線図。
【図２】従来のＭＶＡ型の画素構造を示す図。
【図３】図２に示す画素構造の等価回路図。
【図４Ａ】液晶表示パネルのアクティブ素子アレイ基板の部分平面図。
【図４Ｂ】液晶表示パネルの部分構造断面図。
【図４Ｃ】液晶表示パネルの等価回路図。
【図４Ｄ】液晶表示パネルの１シーケンスにおける駆動波形の模式図。
【図４Ｅ】液晶表示パネルの別のシーケンスにおける駆動波形の模式図。
【図４Ｆ】液晶表示パネルの駆動波形の一例を示す模式図。
【図４Ｇ】液晶表示パネルの駆動波形の一例を示す模式図。
【図４Ｈ】液晶表示パネルの駆動波形の一例を示す模式図。
【図５】液晶表示装置の構造を模式的に示す図。
【図６】他の実施形態のアクティブ素子アレイ基板の部分平面図。
【符号の説明】
【００５１】
　１１、１２、１３、１４、１５、１６：曲線
　３１：データ線
　３３：走査線
　３０１：ＴＦＴアレイ基板
　３０３：保護層
　３０５、３０７、３０９：透明電極
　３１１：対向基板
　３１３：液晶層
　３１５：共通電極
　３２１：薄膜トランジスタ
　３１３ａ、３１３ｂ：液晶キャパシタ
　３０３ａ：保護層キャパシタ
　３２３：蓄積キャパシタ
　Ｖ１、Ｖ２、Ｖ３：電圧
　４００：液晶表示パネル
　４１０：単位画素
　４１１、４１１ａ、４１１ｂ：副画素領域
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　４１３、４１３ａ、４１３ｂ：アクティブ素子
　４１４ａ、４１４ｂ：寄生キャパシタ
　４１５、４１５ａ、４１５ｂ：液晶キャパシタ
　４１７、４１７ａ、４１７ｂ：蓄積キャパシタ
　４１９ａ、４１９ｂ：画素電極
　４１９ｃ、４１９ｄ：蓄積キャパシタ対向電極
　４２０：走査線
　４３０：データ線
　４４０、４４０’：蓄積キャパシタ線
　４４０ａ’：延伸線
　４５０：液晶層
　４６０：共通電極
　５１０：バックライトモジュール
　５１２：背面板
　５１４：反射板
　５１６：冷陰極管
　５１８：拡散板
　５２０：光学フィルム
　６００：液晶表示装置
　Ａ、Ｂ：表示領域
　ＣＳｔ（Ａ）、ＣＳｔ（Ｂ）：蓄積容量値
　ＣＬＣ（Ａ）、ＣＬＣ（Ｂ）：液晶容量値
　Ｃｇｄ（Ａ）、Ｃｇｄ（Ｂ）：容量値
　ＶＳ：走査信号
　ＶＤ：データ信号
　ＶＳｔ：補正信号
　Ｖｃｏｍ：共通電圧
　ＶＡ、ＶＢ：画素電極電圧
　Ｌ：主スリット
　Ｐ１０：突起
　Ｉ、ＩＩ、ＩＩＩ、ＩＶ：配向領域
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电容器布置在各个子像素区域中，并且其一个电极电连接到相同子像素区域中的有源元件。存储电容器布置在各个子像素区域中，
并且一个电极电连接到相同子像素区域中的有源元件。对于每个子像素区域，相同单位像素中的子像素区域中的存储电容器和液晶
电容器之间的电容比是不同的。 （图4C）
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